
 
 
 
 

日本語による看護専門教育をおこないました(1 期生) 

ベトナム人看護師 
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Innovation of Medical Service 

 

ベトナム国タイビン省にある国立タイビン医科薬科大学と当社との共同事業であるベトナム人看護師養成事

業について、最新の情報をお届けします。 

グループワークの成果を発表する学生 

 【問い合わせ】 

 株式会社イノベイションオブメディカルサービス  (担当：望月・福田) 
 神奈川県厚木市船子 587-1  Tel/046-220-0777 Fax/046-220-0322 Web/http://vietnam-nurse.com/ 

(合併号) 

学年をこえて交流会を楽しむ様子 

新年を迎えて 

明けましておめでとうございます。旧年は日越両国の皆々様に並々ならぬご厚情を賜り、厚く御礼申し上げます。 

本年は、いよいよ 1期生がベトナムにおける養成期間を修了し、日本の医療現場で就労を開始する年でございます。弊社事業の新

たな段階を目前に、事業関係者一同、責任感と使命感を強く感じております。多くのご支援くださっている皆様にお応えすべく、よ

り一層の努力を続けてまいりますので、本年も変わらぬお引き立てを賜りますよう、心よりお願い申し上げます。 

 

2018 年 12 月 4 日～8 日、4 年生である 3 期生を対象とした看護専門教育が行われました。ベトナムの看護

カリキュラムを補足するために毎年開講されている日本コースの必修科目です。 

今年も社会医療法人社団 三思会 東名厚木病院(神奈川県)より、篠原副看護部長、下島教育担当課長の両名に

講師としてお越しいただきました。 

授業は老年看護学、在宅看護論、災害看護学、国際看護学について、日本のテキストを使い、すべて日本語

で行われます。座学だけでなく、高齢者体験セットやトリアージタッグを用いた演習、グループワークなど

を通じ、理解を深めます。ベトナムの教育現場では『教員の話を聞く』というスタイルがほとんどで、教員

と学生の双方向的な授業進行はあまりみられません。活発に進められる授業に、学生の多くがひきこまれて

いたように思います。 

また今年は、前年の受講生でもある 2 期生(N1 取得者)が、学生アシ

スタントとして参加しました。備品準備や通訳(必要時のみ)の他、参

加学生の質問に答えたりアドバイスをしたりと、活躍してくれまし

た。専門用語が飛び交う授業はついていくだけでも大変なものでし

たが、3 期生にとっても学生アシスタントを務めた 2 期生にとって

も、学び多いものになったようです。授業後のアンケートでは、熱

心に授業をしてくれた講師 2 名へのお礼の言葉が並んでおり、学生

の心に響く授業だったことがうかがえました。 

交流会を開催しました 

今年も年に一度の交流会が開催され、3 期生(4 年生)～6 期生(1 年

生)が参加しました。学生による出し物やチームビルディングのため

のゲームがあり、学年をこえて盛り上がりました。同じ目標に向か

って努力する学生たちは、学年が違っても通じるものがあるようで

す。 

また、成績優秀者の表彰もあり、今年は対象となる 3～5 期生から

16 名の学生が表彰されました。また来年の表彰をひとつの目標に頑

張ってくれることを望んでいます。 


